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物理探査の連続計測による斜面地盤の工学的評価手法に関する研究
楠見a~r重、中村 真
関西大学環境都市工学部都市システム工学科
概要 近年、老朽化した法函の健全性評価おいて、積々の物理探査手法が注目されてい
る。 しかしながら、単独の物理探査手法によって得られる物理量では地山状態を解釈す
るのに限界があり、複数の物理探査手法を用いて総合的に解釈することが望まれる。そ
こで本研究では、同一斜面において複数の物理探査を用いて連続的に計測し、 言十~[lJ され
た個々の物理量もしくはこれらを組合せた複合評価手法を用いて、それらの時系列解析
による健全性評価手法を構築することを目的とする。
l はじめに
1970年代まで、我が図で多く施工された吹付け
コンクリートによる法面保護工は、施工後 30年以
上経過し、吹付けコンクリー卜の老朽化やコンタリ
卜ー??面の空洞、 あるいは地山の風化による法面の
助成などの間見直が顕在化している。現状では、老朽
化した法而に対しては、道路巡回または道路|防災点
検で防災カノレテなどを作成し、 詳細~~'，JWの必~性が
あると判断された場合には、適宜ボーリングt捌符や
物旦1¥探査などを実施して対策工の検討を尖鑑する
とし、うmcれで法函の管理を行っている九しかしな
がら、ボーリング訓持は足場を必要とし費用も高額
となり、法而の全体像を捉えるには複数の翻査が必
要となる。また物理傑査で得られる物理主tと対策工
の殺到に必要な背函地銀の性状の定量的な関係は、
卜分解明されているとは言えない。
そこで著者らは、和歌山県の国道 42号線の吹
付け斜面において、複数の物理傑査を実施しそれ
らの適用性と紋題を検討してきた丸現地実証試
験の結果、今後の法面維持管理において、多くの
地盤情報を物理探査によって符られることがわか
ったが、長JUJモニタリングへの適用性の検粧が必
要であるとの課題を得た。
そこで本研究では、京都府福知山市の凶道 9号
車~の主として老朽化した吹付法面の斜面内部の地
披状況を利々の物理探交法を用いてili統的に骨|揖IJ
し、計百!IJされた物理1ll:もしくは変換解析等によっ
て得られた桜数の地盤物性値を用いて斜面内部に
おけるそれらの時系列解析を行い、斜面の性能特
性について検討するとともに、斜面の健全性評価
手法をflW~草することを目 的としている。
2 老朽化吹付け法而の現状
老朽化吹付け法面の一例を写真 1ーに示す。法函
では建設直後から地下水の出入りの繰り返し等、
綴々な袈因によって地盤の強度が低下し、 健全性
を慣なっていくことが考えられる。これらの劣化
過程は、自に見えない法面内部で進行するため、
強度低下が相当量進行し地表部に変状として現れ
るまで確認できないのが現状である。
はらみ出しによるモルヲルの亀裂 モル告ルの剥離 土砂化による崩壊
写真 1ー老朽化吹付け法面の現状
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